
編集後記

昨年度の創刊号に引き続いて.ここに，研究紀要第 2号を刊行する運びとなった。1学 2年m

目を迎えて.少ないスタ ップで学生の指導・教育に集中的に取り組まなければならないという

厳しい条fl:の中で，研究活動の成果を紀要にまとめることができたことは，大きな喜びである。!

森附三学長をはじめ. lJiI支援と御協力を頂いた方々に!早くお礼を申し上げる次第である。

研究紀要第 2号-は，課題研究論文，自由研究論文及び研究報告から成っている。オリンピ ッ

クIJfHll! を迎TheOlympic Yearにふさわ しいテーマとして「スポーツの国際化の現状と説粗一 :.il

えて一」と組する特集テーマを設定し. 5名の方に事It子n:を依頼した。国際化という視点に立っ

た現代のスポーツ研究の多様なアプローチが展開されているとともに，本学教員の国際的な活 

Uldの様子がよ くあらわれていると考えている。

自由研究論文については，編集規程に基づく悦重な査読・審査の結果， 5部の論文が採択さ

れた。また，研究報告として， 4信iの論文，報告を掲秘することができ た。

なお，自由投稿論文については，下記の方々に査読をお願いした。忙 しいところを査読をお

引き受けいただいた方々に厚く御礼を申し上げる次第である。

本委員会では，今後.研究紀嬰のさらなる充実と研究の発展を図るための活動に取り組んで

いく所存である。第 2号に対する忌仰のない御意見を頂ければ幸いである。
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